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西
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路
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就

い
て

磯
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小
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二

､北
火

問

杵

航
淡
路
の
恕
･:化

航
畑
17f気
象
料
的
諏
桝
兜

奴

城

､

机
迩

'

貿

兜

､
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暴
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各
季
節
に
於

け
る
航
怨
路
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三
､
統

語

1.

､

晋

･.･･T

一

点
叩

こ
,il

交
通
機
閥
と
し
て
の
航
重
機
は
速
度
の
優
秀
､
地
表

の
状
況
に
殆
ど
影
響
せ
ら
れ
ざ
る
鮎
に
卓
越
す
る
｡
然

し
建
造
梨
の
高
慣
吋
能
粘
戴
最
､
安
食
率

(
称
に
定
期

航
暴
時
間
上
)
の
鍋
鮎
は
従
っ
て
経
酒
的
利
用
闘
係
は

11
定
の
限
度
計J取
る
｡
此
経
済
観
係
よ
上
目阿
度
の
経
酒

地
域
相
互
間
の
連
絡
に
州
S
ら
れ
大
都
市
を
鹿
ふ
航
墨

北
大
河
畔
に
於
け
る
航
淡
路
に
就

い
て

路
が
決
定
さ
れ
る
｡
航
容
勝
と
都
市
の
連
絡
に
も

一
定

(I)

の
限
界
が
あ
-
ラ
イ
テ
ル

(班
.
L
e

iter)
の
記
載
が
あ

る
｡
益
中
交
通
の
本
質
は
英
が

交

通

の
乗
高
敏
速
を
意

味
す
る
と
経
も
他
の
交
通
機
関
と
の
競
軍
に
非
ず
し
て

其
の
補
助
は
あ
る
｡
大
距
離
征
服
に
其
の
本
質
を
畿
揮

す
る
｡
故
は
秋
範
囲
に
放
け
る
よ
-
も
大
陸
更
に
世
界

網
の
形
成
を
必
要
と
し
冒
塵
と
す
る
｡
斯
-
て
慣
峯
問

題
と
し
て
政
治
軍
事
的
事
象
を
惹
起
す
る
｡
之
に
就

い

て
ポ
B
I
ク

(C
.
P
olto
g
)
の
記
載
が
あ
る
｡
(;･)

ゲ
オ

ル
ギ
ー
(W
I
G
e
orgi
i)
は
航
塞
気
象
撃
を
提
唱

し
食
用
科
撃
と
し
て
之
に
押
撃
的
研
究
を
典

へ
ん
と
し

た
｡
狗
泡
の
此
方
面
に
於
け
る
進
歩
は
目
燈
し
-
､
風

向
的
係
と
飛
行
速
度
に
就

い
て
は
ロ
ー
ダ
エ

(F
･
L
oe･

w
e
)
渦
巻
に
就

い
て
は
ア
イ
ッ
カ
ア

(II
･
V
,
F
ick
eユ

ラ
ン
メ

ル

ト
(
L
.
L
am
m
e
r
t)
コ

シ
H
"
,
-
ダ
ー

(K
?

trJ
I

二
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地

球

解
十
八
魯

sch
mi
ed
er)
ぺ
プ
レ
ル

(W
.

Peppter)
の
嘉
流
線
よ

り
の
研
究
が
あ
る
｡
ア
ー
ル
ソ
ル

ン(
R.F
,
A
h
tssorn
)

の
流
線
の
賓
駿
､
カ
メ
ラ
h
t用
以
･ftN
砂
丘

地
昔

の
小
起

伏
に
於
け
る
其
の
研
究
は
貴

賓
を
も
の
で
あ
る
｡
可
税

限
堺
と
航
童
は
就

い
て
雲
霧
に
闘
す
る
論
文
も
見
ら
れ

る
し
雷
雨
の
危
険
回
避
の
た
め
ほ
は
此
の
垂
直
水
平
的

限
外
の
決
定
が
必
要
で
リ
ン
ド
ホ
ル
ム
(F
,L
in
d
h
olm
)

ブ
ル
ッ
ク
ス

(C
.
F
.
B
rG
Oks)
の
研

究
並
に
勇
敢
を
る

ケ

-
ゲ
ル

(声

X
eg
e
l)
操
従
士
の
笛
雲
上
の
飛
行
が

報

告
r
uれ
た
｡

,b
ユ
マ
ウ
ス

(A
.
S
ch
m
au
ss)
マ
ア
リ

ン

(G
.S
.民
a
son
)
も
之
を
試
み
た
｡
斯
-
で
航
峯
は

気
象
的
楳
件
と
密
接
攻
囲
係
に
あ
る
rJ
と
が
益
々
明
瞭

は
r
uれ
た
0

衆
候
撃
的
に

地
球
上
の
飛
行
範
囲
に
.就

い
て
ホ
ッ
ホ

(8
)

ホ
ル
ツ
ア

(拭
Oc
h
h
olz
e
r)

の
論
文
が
あ
る
.
級
で
斯

る
航

峯
に
闘
し
て

地
排
撃
的
ほ
如
何
は
解
秤

す
べ
き

か
､
之
は
更
は
検
討
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
｡

筆
者
は
先
に
大
洋
横
断
に
閲
す
る
時
事
聞
題
と
定
期

航
袋
路
は
捕
し
深

い
印
象
を
受
け
た
が
基
線
ダ
オ
ル
ギ

節

〓
出

70二

二
二

-
(G
eorg
ii)

の
航
容
気
象
撃
を
事
ほ
し
益
々
興
味
を

戚
じ
犬
酉
浄
横
断
航
嬢
路
の
僻
梓
に
先
じ
之
に
捕
す
る

研
究
の
蒐
基
を
試
み
沖
.
初
尊
に
し
て
未
だ
補
足
を
結

果
を
縛
ら
れ
ず
識
者
の
笑
を
招
-
は
皆
熱
と
恩
は
れ
る

も
譜
栗
の
批
評
と
叱
正
を
仰
げ
ば
串
甚
で
あ
る
｡

ニー北
大
西
洋
航
空
路
の
想
定

大
間
洋
の
乗
組
ほ
は
世
鼎
主
要
鍵
酒
地
域
が
あ
-
舵

扮
海
上
に
於

い
て
蚤
世
界
交
通
の

7
7
%

が
行
は
れ

)0.0
00,0
0
0.ton
以
上
の
薯
物
の
流
動
す
る
世
界

3
1
港

の
中
2
4
港
が
此
の
大
洋
に
而
し
て
居
る
｡

(6
;S1
23
)

此
の
東
西
連
絡
交
通
の
重
箪
性
は
必
然
的
に
大
津
横
断

航
量
路
の
定
期
性
を

｢
今
日
の
問
題
｣
の
中
心
は
引

き

入
れ
た
｡
横
断
航
容
の
可
能
性
は
既
は
兼
多
の
人
々
に

よ
-
成
功
し
た
｡
無
し
此
の
雀
姉

的
利
用
万
両
は
今
後

の
こ
と
で
あ
る
｡
近
さ
賂
殊
に
於
で
此
の
完
成
は
見
ら

れ
る
で
あ
ら
う
が
､
拓
に
は
冒
険
的
､
ス
ポ
ー
ツ
的
の

意
味
の
航
暴
路
を
翰
ず
る
に
非
ず
し
て
交
通
機
紺
の

一

種
と
し
て
'
綬
酒
的
夜
定
期
航
暴
騰
に
封
す
る
二
三
の



解
粋
を
試
み
人
と
す
る
に
あ
る
｡

航
峯
交
通
と
天
候
気
象
と
の
踊
係
は
殊
更
に
海
上
交

通
に
は
重
要
と
在
る
｡
陸
上
に
放
け
る
が
如
-
天
侯
の

危
険
を
避
け
る
こ
と
が
不
可
能
の
わ
め
に
よ
る
｡
Ti7.g･で

は
航
容
は
特
に
必
婁
夜
来
流
'
雲
量
'
霧
等
の
諸
要
素

よ
り
考

へ
る
こ
と
は
す
る
｡
口
々
の
菊
象
鼻
化
に
ょ
-

其
の
航
容
路
の
適
否
は

一
定
は
非
ざ
る
乙
と
は
勿
論
で

あ
わ

一
年
を
通
じ
且

一
日
中
の
各
時
は
封
し
て
も
嚢
然

ほ
壁
化
す
る
場
合
も
あ
か
得
る
0
其
の
個
々
の
場
合
を

想
定
し
て
之
)<TJ論
ず
る
も
の
で
は
無

い
｡
交
通
機
閥
の

蚤
要
性
は
.
安
登
'
正
確
.
規
律
的
ほ
在
る
.
従
っ
て

航
蛋
路
の
撰
樺
は
成
る
'.(
-
危
険
の
少

5'
地
域
を
迫
る

必
要
が
あ
る
O
筆
者
は
此
の
意
味
に
於
で
各
季
節
に
よ

-
気
象
的
轡
化
も
気
候
的
に
畷
分
を
持
ち
､
其
の
航
峯

路
も
叉
置
別
を
持
ち
得
る
と
考

へ
る
｡

既
に
試
み
ら
れ
た
横
断
の
詑
錐
は
此
の
問
題
に
血月
重

な
デ
ー
タ
ー
で
あ
る
｡
リ

ン
ド
バ
ー
ク

(Li

nd
b
ergh
)

は
五
八
〇
〇
粁
恕
三
三
時
闘
牛
'
チ
エ
ソ
.I,
レン
(C
h
a･

m
b
ertai
n
)
は
六
二
九
五
粁
を
四
二
時
間
牛
.
ケ
ー
ル

北
大
田
津
に
於
け
る
舶
鍵
路
に
就

い
て

(K
ah
i)
は

H
tin
e
fe
ld､
F
liz
M
a

u
r
i
ce
と
共
に
祐
復

六
〇
時
間
の
記
録
を
持
つ
｡
之

に
ょ

つ
て
大
西
洋
横
断

航

峯
に
は

必
ず

夜
間
飛
行
が

必
要
で
あ
る
｡
途
中
に

A
z
ores,
B
e
rm
u
d
a
の
諸
島
に
中
間
着
陸
す
る
場
合
と

錐
79
少
-
と
も
夜
間
の
離
着
陸
を
考
量
に
入
れ
老
け
れ

ば
怒
ら
を

い
｡
雲
量
や

霧
は

此
際
重
要

在

催
件
と
在

る
0附
閲
は

9
･
10
･12
の
文
献
と
米
囲
海
軍
省
敏
行
の

P
itot
ch
a
rt
o
f

theu
p
p
er
a
ir
に
基

い
で
筆
者
の
作

れ
る
も
の
で
あ
る

｡
霧
は
特
は
月
々
の
鼻
化
を
現
し
､

暴
風
は
緯
経
度
五
度
平
方
間
は
落
ち
る
頻
度
数
を
季
節

に
ょ
つ
V
lボ
し
た
｡
雲
量
は
主
と
し
て
ナ

ピ
ー
ル
･b
m

チ

(N
ap
ier
S
ch
aw
)
は
基

い
た
｡
資
料

の
不
足
は
漁

期
の
効

果
を
畢

げ
ず
特
は
粛
妻
を
上
巻
菊
象
は
就

い
て

は
何
等
罷
っ
た
79
の
を
得
を

い
.

大
西
洋
の
菊
間
研
究
は
略
二
期
は
分
た
れ
る
O

へ
ル

グ
ゼ
〝

竃
.
H
e
rg
e
se
li)
の
北
大
西
洋
貿
易
風
昔
地
域

の
研
究

は

山
九
〇
四
年
で
あ
-
､
之
は
テ
ィ
ー
ス
ラ
ン
･

ド
･
ポ
ー
ル
(L
.
T
eiserr
ence
d
e
B
ort)
や

甘
プ
チ

70
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地

球

節
十
八
巻

(i
.
R
DtCh
)
等
の
研
究
の
先
駆
を
を
す
｡
此
期
は
格

1

九

C
凹
-

一
九

一
〇
年
に
亘
わ
貿
易
風
と
赤
道
極
間
の

一
般
的

循
環
の
結

合
的
解
秤
を
79
た
ら
し
か
｡
第
二
期

は

一
九
二
二
年
は
始
る
｡
之
は

ハ
ン
ブ

ルグ
の
掲
逸
梅

津
莱
教
養
と
-
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
の
プ

ロ

シ
ャ
気
象
義
と

の
連
絡
に
ょ
つ
lyJ
就
げ
ら
れ
で
六
回
の
研
究
航
行
が
行

は
れ
た
｡
三
回
は
メ
キ
シ
コ
轡
に
も
二
阿
は
カ
リ

ブ
梅

に

一
回
は
ァ
ル
ゼ
ン
チ
ン
h
l目
的
地
と
L
LJ
｡
此
の
探

険
は
凍
る
べ
き

大
酉
洋
横
断
航
蛋
格
の
研
究
の
意
味
が

含
ま
れ
て
居
た
｡
探
険
舶

岩

eteOr
故
は
多
-
の
薯
頚

な
報
骨
を
出
し
た
｡
之
は

一
九
二
五
年
以
凍
梅
洋
撃
的

研
究
を
主
目
的
と
し
之
以
外
に
南
北
大
西
津
の
気
圏
の

状
態
の
詳
細
を
調
査
を
敢
行
し
た
｡

気

流

デ
フ
ア
ン
ト
(
A

.

D
e
fa
n
t)
は
北
大
西
洋
は
於
で
年

平
均
菊
魔
の
分
布

を
調
べ
た
凝
赤
道
の
周
囲
及
び
極
地

の
境
脚
部
に
低
京
魔
が
あ
-
其
の
中
間
は
高
莱
爆
砕
が

略
北
緯
三
五
度
に
佐
世
す
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
｡

此
の
高
気
塵
昔
は
ア
ゾ

レ
ス
､
斑
極
地
低
束
魔
昔
は
ア

第 閲

節
二
親

]
C
由

二
四

イ

そ
ア

ンド附
近
が
之
に
常
る
｡
之
は
勲
的
靭
係
よ
-1

も
カ
撃
的
大
束
循
環
が
其
の
原
因
で
あ

る
と
し
ね

｡
又

高
層
で
は
範
魔
の
分
布
は
下
層
と
は
本
質
的

は
興
る

rJ

也
.10

9

8ウ
t
D
5

g7
3

2

エ

r'45 40 35 30 25 20 工石 工0 缶 0

緯度に仲ふ貿易風 と反貿易風との垂直的境界
桝紬は緯度,推中山は満腔を示す番傘帝の測慰上の紳光,所凧(W),
光風(E)の境界所｡ Meyの 1922,1925の搬測では下府に於て
は殆 ど同 じく上空に於て多少興る結果を得た｡
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経度に件ふ貿易風と反貿易風との垂直的境界
構附 ま経歴,縦軸 よT･,I.･適 を示すO西瓜(W)と光風(E)が噺蛤する
菊原の:jhjL界の Mey.Sverdrup の州乱 J二の紡求を示す｡Hey
(1922)(1926)の測吏場所では仰北米凪が多く=lT.'･より少 し上射 てllhi
卯あ 1)と想像され るもの(N.Georgii)0

と
が
種
々
の
研
究
よ
-
明
は
な
つ
iJ
｡
此
等

の
撃
者
は

よ
っ
て
比
の
配
布
は
勲
的
閑
係
は
基
-
も
の
と
解
せ
ら

れ
た
O
航
蛋
上
必
要
な
rJ
と
は
貿
易
風
(

P
a

ssa
t)

反

北
大
.%
排
に
放
け
る
机
竣
路
に
就

い
て

封
貿
易
風

(A
n
ti
passat)
の
境
鼻
即
ち
水
平
的
垂
直
的

限
度
を
決
す
る

こ
と
で
あ
る
｡

(A
.
P
eppler
)
等
ほ

よ
る
北
棟
三
〇
-
三
五
度
間
の
調
査
は
精
密
で
あ
る
｡

竺
フ
エ
ル
ド
ル
プ
(Sv
e
rd
ru
p
)
ぺ
プ
レ
ル

(A
.
P
?

p
p
Ler)
は
東
大
酉

洋
で

北

緯
二
〇
-
四
〇
度
で

1
五
〇

〇
-
二
〇
〇
〇
米
の
高
度
を
鼻
罪
と
し
､

メ
イ

(H
ey
)

グ
オ
ル
ギ

ー
(G
e
oTg
ii)
ザ
イ
ル

コ
ー

プ
(S
eitk
op
f)は

飛
行
航

垂

に
依

って
中
部
酉
部
大
酉
搾
上
で
金
-
別
の

値
を
待
望

19
25
)
.
即
ち
北
緯
三
五
度
-
四
粁
､
メ
イ
(A
.

旨
ey
)

は

一
九
二
二
年
十
月
閉
経
四
五
度
-
六
〇
度
間

で
北
緯
三
五
度
は

見
出
し
た
｡

ザ
イ
ル

コ

ー
プ

(A
.

S
eiLk
o
pf
)は
北
大
問
洋
で
幾
多
の
高
圧
は
於

け
る
流
鞄

を
明

ほ
し
之
は
依
っ
て
高
庇
と
共
は
更
は
季
節
は
よ
っ

て
も
境
界
は
移
動
す
る
と
が
明
か
ほ
を
つ
L
J
.
附
図
4

6
･
8
･10
に
於
で
も
各
月
は
よ
る
移
動
が
見
ら
れ
る
｡

風

速

ベ
ル

レ
デ
ィ
ツ
(P
e
rle
w
itz
)

の
研
究
(
)
9
1
2
)
に
次

い

で
北
大

閣
洋
に
放
て
狗
逸
海
洋

衆
粂
轟
プ

ロ
シ

ャ
高
野

気
象
基
に
よ
っ
て
調
査
が
行
ほ
れ
た
0
(
)
9
22
-
⊥
9
25
)

10
正

二
五



第 表

北 大 酉 搾 ほ 於 け る 風 連

MittlereWindgeschwindigkeitQberden "ordatlantisch(ewTOGZee.;gn･ii) 也

1-∫ ~~盃 哲 轟 も悪 妻 轟 o妄35盃 匿 嘉 0㌔ 埜
何 庶

㌃ 妄言二匹可鞘 8.Of17.5回 4.01弼 可 榊
0.5km-18.6311.419.257.中 8車1.336.218.3f11.5回 4中 918中4.215.輿 .6
~芯 12.00L11.2.日10.8.f20.Ol12車両13.4回 5.2回 8,6i14車 中 2
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航
峯
上
重
要
な
rJ
と
は
風
速
と
風
向
で
あ
っ
て
之
等
の

飛
行
時
間
と
の
陶
係
は
プ
リ
ヅ
･
レ
エ
ペ
三
F
riz
Le
?

w
e)
に
依
れ
ば

第 二 東 風と飛行時間の関係

1441tm 時の速肱を持つ飛行機即 40m秒の飛行服
が風のために旭った挺化 Prozent は如凪時Ir:射
る もの ｡

凪 迎逆 風前方 ヨ1)45Dノ妻向 側 凪後方 ヨリ450ノ方向 弧 凪

m/ESeC % o//O i)6 %■ %

30 400 320 150 70 60

20 200 170 120 80 70

15 150 140 110 80 70

10 130 120 110 90 80

5 110 110 100 90 90

(nach･FritzLoewe･Allgemeinegeographiede忌
Luftvel･kehr.2;台it,d.geBBelsch,furBidkuand,zu.
Berlin1929.S125,)

表
し
2
.
に
依
っ
て
航
暴
路
の
高
度
と
位
置
は
風
は
対
し

て
必
触
的
に
撰
ば
れ
る
｡

北
大
西
洋

に
於
け
る
舶
竣
路
に
就

い
て

レ
イ

(W
ittis
R
ay
),
グ
レ
ヅ
グ

(Gregg)は
チ
･r

ン
グ
レ
イ

(F
･G
･
T
in
g
ley
)
.

パ
タ

ーソ
ン
(Ge
org
e

P

at
erson
)
の
助
力
を
得
て

1

年

を
通
じ

ての
太
閤

樺

横
断
航
轟
格
に
封
す
る
風
向
と
風
速
よ
-

適
不
適
の
卒

均
日
数
を
求
め
た

)9i
9
0
其
の
棟
準
を

四
階
級
と
し

た
01.
最
適

1
日
中
各
航
路
に
追
風
を
受
け
三
時
間
以

上
の
飛
行
時
間
の
頼
縮
む
得
る
｡

2
.適

追
風
が
卓
越
し
時
に
僅
か
の
逆
風
に
遭
ふ
も

一
-

三
時
間
の
短
縮
を
得
る
｡

･3
.中

追
風
逆
風
相
牛
し
飛
行
時
間
無
風
は
近

さ
倦

む
と
る
0

4.
不
適

逆
風
壁
越
し
乃
至
嵐
の
如

き
場
合
｡

此
時
二
航
路
を
想
定
し
た
｡

エ
ユ
タ
フ
ァン
ド
ラ
ン
ド

ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
硬
航
路
､
こ
ユ
タ
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド

ー
ア
ゾ
レ

ヌ
ー

ポ

ル
ト
ガ
ル
航
路
を

一
九
〇
五
年
-

〟

九

一
九
年
間
の
.統
計
よ
I･a
試

み
ね
｡

1.
2.
3.は
飛
行

は

恵
ま
れ
､
4.を
不
通
皆
と
し
た
時
次
表
を
稗
ね
｡

1()七

二
七



節

節
十
八
希

望

量

航
峯

に
は
風

以
外
は
雲
霧
も

見
逃
し
難

い
要

素
で
あ
る
｡
票

数
は
地
即
的
緯

度
及
び
年
季
節

は
よ
っ
で
興
っ

た

配

布

を
持

つ
｡
概
し
て
大

間
梓
で
は
極
端

夜

場

各

が

多

い
｡
風
向
と
朱

徹
の
閥
係
上
北

方
は
向
つ
て
冷

却
の
結
果
雲
と

衣
-
南
方
に
少

い
｡
貿
易
風
昔

地
域
は
概
し
て

節
二
軟

岩
八

二
八

少
-

(
年
平
均
五
)
特
は
カ
ナ
リ
ヤ
島
附
鑑
は
少

い
.

西
風
地
方
は
概
し
て
多
-

(
年
平
均
七
)
極
北
に
於
で

は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
見
る
如
-
反
対
に
少
-
冬
季
は

装
束
酷

し
け
れ
ど
も
明
瞭
で
あ
る
｡
之
は
源
上
は
放
け

る
弧
5'大
束
移
動
の
結
果
撹
乱
の
起
る
も
の
と
解
せ
ら

れ
る
｡
(
10
･･S
20
0
1

2
0
2)
(1)
‥
S

2
2
8
)
北
緯
二
五
度
を

最
小
と
し

其
の

両
側
極
は
向

っ
て

増
加
す
る
.
季
節
的

に
は
冬
が
頂
鮎
で
夏
に
減
少
す
る
O
之
は
降
雨
と
も
的

係
が
あ
ん
こ

5
｡1
2
5
'N
･
B

は
降
桶
の
敢
小
地
域
に
あ

る
(
12
‥
p
-
14
5-
1
7
1
)

蘇

北
大
酉
洋
上
の
海
霧
は

一
般
に
熟
知
の
事
賓
で
あ
っ

て
霧
期
は
四
月
-
九
月
は
及
び
十

一
月
以
降

一
月
迄
は

少

い
季
節
に
潜
る
｡
七
八
雨
月
は
敢
高
期
に
属
す
.
舵

量
的
に
は
其
の
垂
寓
的
張
度
限
罪
が
必
要
で
あ
っ
て
汽

船

EES
cotia
"
,
"
S
eneca"
の
観
測
に
よ
っ
.tJ
之
が
明

に
な
っ
た
O
其
の
上

部
限
鼎
は
明
瞭
で

:
S
cotia
"
は

平
均

1
五

〇
兼
と
夜
-
九
回
の
観
測
中

一
回
の
み
が
澱

高
三
〇
〇
兼
と
報
じ
た
｡
こ
S
e
neca
"

で
は
十
回
中

1



回
の
み
が
二
五
〇
米
と
な

っ
た
｡
即
ち
三

〇
〇
米
以
上

は
及
ぶ
こ
と
は
柿
で
あ
る
rJ
と
が
判
明
し

た
｡
普
通
航

暴
路
は
之
以
上
の
高
度
計
V.取
る
の
で
容
易
は
上
童
飛
行

が
吋
髄
で
あ
ら
横
断
飛
行
に
は
大
し
た
困
難
を
戚
じ
な

い
と
思
は
れ
る
｡
海
岸
地
域
に
於
て
は
然
し
海
岸
地
域

に
於
て
は
離
着
陸
に
際
し
危
険
を
滅
ず
る
瓢
に
重
要
夜

意
味
む
持
つ
｡

北
兼
貿
易
風
砕
の
兼
郷
地
鼎
､
ケ
ー
プ
･
ベ
ル
ヂ

諸

島
を
中
心
と
し

カ
ナ
リ
ヤ
'
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
に
及

ぶ
北

緯
式
-
三
C
庶
-
閣
経
四
〇
度
に
亘
る
砂
塵
の
降
下
は

典
味
が
あ

る
｡
之
は
冬
､
春
を
通
じ
て
主
と
し

て起
る

現
象
で
サ
ハ

ラ

砂
漠
よ
-
造
ら
れ
物

件
の
霧
を
起
し
終

日
或
は
掴
む

通
じ
天
日
暗
き
裾
の
濃
度
を
取
る
｡
之

は

こ
ブ
イ
ラ
ほ
も
見
ら
れ
る
(10.
S
.
2
49)
｡
之
は
革
に
視

界
を
危
険
に
す

る
の
み
な
ら
ず
秒
魔
に
よ
る
機
関

の
障

碍
を
も
考
盈
す
る
必
要
が
あ
ヶ
'
搭
乗
者
の
呼
吸
に
封

す
る
考
察
さ

へ
7P
試
み
ら
る
べ

き
と
恩
は
れ
る
｡

附
園
霧
頻
度
は
主
と
し
て
米
閣
海
軍
省
聴
行
の
航
暴

気
象
間
数
基
ほ
し
筆
者
の
試
み
た
も
の
で
特
に
各
月
の

北
大
押
津
に
於
け
る
航
幾
路
に
就

い
て

塵
化
を
示
す

rJ
と
は
し
た
｡

各
李
を
通
じ
て
著
し

い
革
質

は
霧
地
帯
は
常
に
北
緯

凹
〇
度
-
六
〇
鹿
問
に
大
津
を
横
断
す
る
乙
と
'
主
務

地

域
は

ニ
ユ
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド

に
あ
-
共
闘
海
峡
以
西

附
近
ほ
小
中
心
地
の
あ
る
TJ
と
で
北
緯
四

〇
度
以
南
に

は
殆
ど
見
ら
れ
な

い
｡
北
部
は
於
で
も
北
緯
六
〇
度
グ

リ
ン
ラ
ン
ド
蘭
緋
が
極
限
で
あ
る
｡

暴

風

雲
量
及
び
霧
は
横
断
航
暴
h
.藷

難
な
ら
し
め
る
も
の

で
は
あ
る
が

決
し
て

其
の

決
行
を

阻

む
も
の
で
は
覆

い
｡
嵐
に
於

い
て
は
之
と
輿

-
其
の
力

は
飛
行
機
は
勿

論
搭
乗
者
の
生
命
む
左
石
す

る
も
の
で
あ
る
｡
陸
上
の

嵐
で
r
u
へ
も
非
常
夜
困
難
を
戚
ず
る
に
海
上
の
そ
れ
は

強
度
に
於
で
範
囲
に
放
て
迄
か
ほ
卓
越
す
る
｡
附
図
3
.

4.
5.
6.
t1
8.9
.
10
.
は
筆
者
の
10
.m
13
.
及
び
米
海
軍
省
登

行
の
前
託
の
固
よ
-
平
均
し
て
碍
た
る
頻
度
数
聖

不
す

も
の
で
あ
る
｡

夏
と
冬
に
於
で
嵐
の
頻
度
数
は
非
常
な
差
異
が
あ
る

が
此
の
封
立
こ
そ
は
横
断
航
峯
の
計
豊
に
韮
要
を
気
象

tQ九

二

九



地

球

的
事
件
で
あ
る
｡
史
は
緯
度
鍵
度
は
依
っ
て
選
っ

た
状
態
を
表
は
す
､
概
し
て
東
部
よ
-
閣
部
に
噂

加
し
虫
米
利
加
の
海
岸
近
-
ほ
従
っ
て
減
少
し
て

居
る
｡
主
要
地
域
は

4
0｡-
5
0o
LV.B
,
3
0ド
･40o

W
,
L
,
で
あ
る
｡
此
の
地

域
へ
西
南
及
び
西
方
か

ら
別
の
嵐
の
通
路
が
進
入
し
や
が
て
北
西
､
北
'
北

東
と
分
散
し
時
に
は
南
東
に
向
ふ
場
合
も
あ
る
.

(9:
S.2
0
6)欧
米
間
の
主
要
航
路
は
正
は
此
の
北

大歯群
嵐

の中
心
地
域
を
通
過
す
る
｡
大
汽
船
も

之
は
悩
ま
n
れ
終
日
触
…渇
に
遊
七
す
る
時
が
あ
る

と
言
ふ
｡
第
二
の
中
心
地
は
4
0｡-
35
｡N
.
B
.
5
00

-
7
0｡
W
.i
.
ほ
あ
る
｡

次
に
以
上
の
航
峯
気
象
保
件
よ
-
各
季
節
は
於

け
る
航
峯
路
は
就

い
て
若
干
述

べ
る
rJ
と
-̂
す

る
0

番
季
節
に
敷
け
る
航
杢
路

春春
季
の
暴
風
の
中
心
地
域
は
北
緯
五
〇
度
閣
鍵

四
〇
度
で
頻
度
数

一
四
%
以
上
で
あ
る
｡
ニ
エ
フ

節
十
八
番

()

第 閣



箪 四 閲

北
大
西
伴
に
於
け
る
航
授
路
に
就

い
て

ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
欧
米
間
の
教
頭
睦

離
間
は
位
聴
し
之
は
道
か
ほ
北
兼
に
延
び
て
居
る
.

ベ

ル
ム
ダ
.
ア
ゾ
レ
ス
諸
島
を
境
界

と
し

て
七
%
-
八
%

の
頻
度
数
が
現
れ
'
カ
ナ
リ
ヤ
諸
島
以

南
で
は

1
%
､

〇
%
で
あ
る
(
附
固
3
)
｡

故
に
航
容
上
カ
ナ
-
ヤ
､
ケ

ー

プ
ベ

ル
デ
諸
島
を
過
る
南
米
連
絡
飛
行
は
好
適
の
状

態
に
あ
る
.
且
北
兼
貿
易
風
の
追
風
を
社
格
に
利
用
し
､

蹄
格
は
約
三
粁
の
高
度
に
於
で
亜
越
せ
る
酉
凪
の
利
用

も
可
能
で
あ
る
(
附
問
1.
2.
)｡

両
大
陸
の
敢
短
距
離
は
前
記
の
場
所
で
約
三
〇
〇
〇

肝
は
不
串
に
も
主
要
頻
度
数
地
域
を
通
じ
て
居
る
｡
即

ち
的

一
ケ
月
'
四
三

日

の
嵐
-1
に
遭
遇
す
る
｡
普
通

航
空
局
皮
を
五
〇
〇
-

一
〇
〇
〇
米
と
す
る
時
衷
TL
は

煤
-,L
で
平
均
風
速
夫
々

1
二
四
米
毎
秒

二

･
二
光
毎

秒
を
縛
る
｡
風
向
は
酉
風
が
卓
越
す
る
｡

エ
ユ
フ

ァ
ン

ド
ラ
ン
ド
-
1
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
コ
ー
ス
は
追
風
を
利

用
す
る
便
宜
あ
れ
ど
も
其
の
逆

コ
ー

ス
は
逆
風
を
受
け

る
困
難
が
あ
る
｡
今
純
計
算
的
に
見
て
利
用
洗
薬
機
の

時
速

15
0打
m
fst
と
す
る
時
前
者
は
放
て
約
二
三
時
間

〓
7

三
1



地

球

節
十

八
令

草

(無
風
時
)
追
風
の
利
用
は
倦
み
八

〇
%
の
時
間
と

し
て
約

7
九
-
二
〇
時
間
む
嬰
す

る
こ
と
に
な
る
｡
後

者
に
於
で
は
三

二
-
三
四
時
問
を
指
穴
｡
賓
際
上
は
勿

論
之
に
は
多
少
の
時

間
的
飴
裕
を
見
る
べ
き
は
箇
然
で

あ
る
0
此
の
地
域
は
窟
地
雅
に
替
る
も
其
の
高
度
三
〇
〇
米

以
下
在
れ
ば
横
断
航
量
に
は
差
支

へ
が
無

い
｡

ニ
ユ
フ

ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
雑
著
は
困
難
で
定
に

ニ
ユ
リ
ヨ
ー
ク
附

近
ほ
之
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
｡

今
此
の
直
接
連
絡
を
避
け
凡
と
す
る
時

ニ
ユ
プ
サ
ン

ド
ラ

ン
ド
ー

ア
ゾ

レ
ス
-
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
コ
ー
ス
が
得

ら
れ
る
｡
リ
ン
ド
r/rl
-
ク

(L
ind
b
ergh
)
は
エ
ユ
ゥ
ヨ

ー
ク
-
ア
ゾ

レ
ス
-

ポ
ル
ト

ガ
ル
五

八
〇
〇
粁
に
三
三

時
間
車
を
要
し
た
｡
此
の
逆

コ
ー
ス
は
上
層
束
流

一
二

米
寿
砂
金

コ
ー
ス
逆
風
と
見
て
玉
柏
-
五
五
時
間
の
低

を
得
る
｡
此

の

コ
ー
ス
は
触
霧
地
昔
を
多
-

通
過
す

る
0ア
イ
ル

ラ
ン
ド
よ
-
グ
-
ン
ラ
ン
ド
の
南
鼎
を
種
で

主
要
嵐
地

帯
を
避
け
た
コ
ー
ス
は
従
っ
て
産
地
帯
を
7P

節
二
親

二
二

三
二

漣
け
ね
も
の
で
あ
る
が
距
離
の
開
係
上
前

コ
ー
ス
を
選

ぶ
の
と
大
差
夜
-
且
つ
暴
風
の
頻
度
数
は
大

で
あ
る
｡

雲
量
は
三
月
の

こ
ユ
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド

附
近
7
を
最

高
と
し
平
均
6
で
あ
･ch
ベ
ル

ム
ダ
､
ア
ゾ

レ
ス
の
線
は

5
で
あ
る
｡
北
東
貿
易
風
の
境
界
地
域
は
常
は
晴
朗
を

天
候
に
恵
ま
れ
て
居
る
｡

レ
イ

(W
itlis
R
ay
)､
グ
レ
ツ
グ

(G
reg
g
)
の
表
に

よ
れ
ば

ニ
ユ
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
-

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

及
び

其
の
逆

コ
ー
ス
の
適
否
の
日
数
の
此
は
夫

々
四
五
封
四

七
.

一
二
割
八
〇
と
を
む
､
南

コ
ー

ス
こ
ユ
フ
ァ
ン
ド

ラ
ン
ド
t
ア
ブ

レ
ス
t

ポ
ル
ト
ガ

ル
反
共
迎

コ
ー
ス
は

夫
々
四

八
封
四
四
､

一九
封

七
三
で

あ
る
｡
此
の
両

コ

ー

ス
の
適
否
の
日
数
は
殆
ど
類
似
値
が
見
ら
れ
る
､
然

し
寓

コ
ー
ス
は
ア
ゾ

レ
ス
島
は
中
間
着
陸
の
便
宜
を
碍

之
は
依
っ
て
避
難
休
息
を
取
-
得
る
従
っ
て
放
客
覚
期

航
塞
勝
と
し
て
は
安
登
で
あ
る
｡
更
に
ベ
ル

ム
ダ
む
迫

る

コ
ー
ス
は
嵐
の
地
域
を
避
け
澱
も
安
登
で
あ
る
が
飛

行
時
間
を
延
長
す
る
櫨
が
あ
る
｡

夏



第 五 間

■

北
大
所
洋
に
於
け
る
舶
塘
路
に
就
い
て

暴
風
の
頻
度
敬
は
著
し
-
減
じ
最
高
六
%
を

不

す
け
過
ぎ
ず
､
二

年
の
最
停
止
期
は
潜

る
｡
主
要

地
域
は
依
然
と
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
､
こ
ユ
フ
ァ
ン

ド
ラ
ン
ド
の
中
間
に
あ
る
｡
風
速
も
低
下
し
北
緯

五

C
-
三
五
度
は
平
均

一
〇
兼
毎
秒
以
上
の
も
の

な
し
.
此
批
聾

は

少
-
J
J
も
秋
九
月
･
十
月
迄
輯

-
.
斯
る
状
態
は
大
酉
洋
横
断
航
垂
に
敢
通
の
期

と
言
ふ
べ
し
.

叙
鷹
傾
度
め
鮎
よ
-
見
れ
ば
北
緯
四
〇
度

-
･五

〇
度
で
は
菊
腎
の
安
定
が
春
は
此
し
て
劣
る

'
之

は

ア
イ

ル
ラ
ン
ド
よ
-

ニ
ユ
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド

へ

の
涯
接
飛
行
に
は
不
純
静
夜
結
果
を
輿

へ
る

(10
‥

S･)
然
し
平
均
菊
魔
傾
度
よ
り

見
る
と

北
緯
五

〇

度
迄
の
航
路
は
夏
季
は
浪
速
と
言
ふ
も
差
支
夜

か

る
べ
-
'

ニ
ユ
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
t

ア
イ
ル

ラ
ン

ド
の
政
知

コ
ー

ス
利
用
は
此
期
に
有
利
と
恩

は
れ

る
｡
此
逆

コ
ー
ス
は

レ
イ

(W
illis
R
a
y
)
等
ほ
依

れ
ば
南

コ
ー

ス
計
虚

ぶ
む
摘
骨
と
し
即
ち
通

日
の

此
は
摘
北

コ
ー

ス
ほ
て
一

四
封
二
五
と
す
｡

二三

三
三



第 六 問

恥
十人
*
l

鮮
二
批

二

相

三
四

霧
は
此
率
が
敦
盛
で
あ
る
｡

こ
ユ
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド

の
主
地
域
で
は
六
〇
%
-
六
五
%
に
及
び
共
闘
で
は
二

〇
%
以
上
に
達
す
0
之
は
英
囲
内
陸
航
童
の
非
常
夜
障

碍
と
な
る
も
の
と
戚
は
れ
る
｡
北
東
東
海
岸
地
域

ニ
ユ

ゥ
ヨ
ー
ク
に
於
で
三
〇
%
以
上
で
あ
っ
て
エ
ユ
フ
ァ
ン
ド

ラ
ン
ド
地
域
と
共
に
離
着
陸
及
び
都
市
航
垂
に
対
し
相

皆
の
困
難
を
件
ふ
と
考

へ
ら
れ
る
も
其
の
障
碍
轟
皮
に

闘
し
て
は
文
献
を
手
は
せ
ざ
る
筆
者
に
は
詳
論
は
不
可

能
で
あ
る
｡

レ
エ
ダ

ニ
L
o
e
w
e)
の
法
則
を
通
用
す
る
と
直
接
連

絡
飛
行
は
〇
･
五
肝

の
高
庇
を
と
っ
て
､
平
均
風
速
九
･

コ

兼
毎
秒
(表
1
)故
に
米
-
歓

コ
ー
ス
で
追
風
h
.利
用

し
約
二

一
時
間
を
縛
る
｡
逆

コ
ー

ス
で
約
三
〇
時
間
の

飛
行
時
間
を
縛
る
｡

商

コ
ー
ス
は

ニ
ユ
ゥ
ヨ
ー
ク
ー
ア

ゾ
レ
ス
-
ポ
ル
ト
ガ

ル
五
八
〇
〇
粁
と
し
衷
1
.2.
3.
よ

-
社
格
三
五
-

三
六
時

間
逆

コ
ー
ス
で
約
四
三
-
四
四

時
間
を
縛
る
O

ザ

イ

ル

コ
ー
プ

(A
.
S
eitk
op
f)
の
流
線
の
研
究
は

依
れ
ば

一
-

一
･五
粁

高
層
の
気
流
は
ア
.ソ
レ
ス
の
上



基
で
は
四
方
は
聴
散
の
形
を
取
る
｡

(1
1
‥
F
5
1
)

即
ち
同
地
通
過
に
際
L
tJ
は
絶
え
ず
航
暴
格

の
進

路
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
｡

燭
逸
調
査
隊
の
北
緯

一
五
-

叫
○
樹
総
六
〇
庶

附
近
南
米
の
北
村
印
度

諸
島
近
傍
で
夏
季

一-

二
五
粁
の
上
童
で
二

1
米
毎
秒

を
科
ね
｡

此
の

高
値
は
此
の
地
方
に
限
ら
れ
東
部
の
地
域
で
は
証

に
少
い
速
度
と
報
ぜ
ら
れ
る
が
故
に
南
米
連
絡
飛

行
に
は
大
し
た
陸
将
な
し
と
恩
は
れ
る
0

戟気
象
的
値
件
は
春
と
殆
ど
類
似
す
る
｡
暴
風
の

頻
度
数
は
春
は
比
し
北
緯
五
〇
度
附
近
以
北
に
大

と
な
-

此
の
結
果

ア
イ
ル
ラ

ン
ド
t

l三

フ
′
ン

ド

ラ
ン
ド
の
コ
ー
ス
は
珊
春
に
此
し
航
基
は
国
難

の
皮
を
加

へ
る
も
の
と
皿
は
れ
る
.
霧
は
九
月
を

最
終
と
し
漸
次
減
少
し
季
節
平
均
の
敢
高
頻
度
数

は
三
C
1-
三
五
%
に
し
て
夏
季
政
雄
期
の
半
数
に

常
る

｡
北
緯
四
〇
庇
以
南
の
甫
航
路
は
此
の
李
が

気
圏
の
静
止
期
は
し
て
批
峯
上
優
で
あ
る
0

(9
:S
.

北
大
四
汗

に
於
け
る
蹴
%
･.路
に
就

い
て



第 八 固

繰
十
八
怨

飾
二
兆

三
ハ

三

六

)
歓

-
米
の

コ
ー
ス
は
南
航
路
h
l
撲
ぶ
を

相
集
と
す

る

0滴
米
連
絡
の
航
塾
は
依
然
と
し
て
恵
ま
れ
た
気
象
状

態
に
あ
る
0

冬
極
に
向
つ
て
暴
風
の
頻
度
数
は
政
商
に
連
す
る
｡
北

緯
滋
○
-
1
C
J鑑
開
け
放
て
強
度
の
風
速
を

印
し
殊
に

北
緯
五

Cj-
四
〇
度
間
の

平
均
値
は
暴
風
の
値
を
取

ら
.
戯

高
頻
度
は
三
五
%
は
し
て
三
日
に

1
度
の
暴
風

と
在
っ
て
居
る
｡
此
の
荒
天
は
配
に
莱
温
と
共
に
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
ー

ニ
ユ
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
.'t
の
直
接
航
路
は
危

険

と
瓜
は
れ
る
｡
南

コ
ー

ス
を
選
ぶ
は
此
の
際
有
利
で

め
-
'
ア
ゾ

レ
ス
ー

ニ
エ
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
の

コ
ー
ス
は

嵐
の
二
中
心
間
の
比
較
的
安
蚤
な
通
路
を
取
る
｡
藍
に

暴
鳳
の
免
除
を
避
け

止
と
す
る
ほ
は
ア
ゾ
レ
ス
ー

ベ
ル

ム
ダ
む
結
ぶ
航
路
を
撰
べ
ば
良

い
｡
ザ
イ
ル

コ
ー
プ

(A
.

m
eii
ko
pf
)
に
依
れ
ば

一
-

∵
五
粁
上
巷
の
気
流
は
ベ

ル
ム
ダ
ー

ア
ゾ

レ
ス
に
向
ふ
が
故
は
此
の
追
風
h
t利
用

す
る
榎
が
あ
る
.
基
に

ニ
ユ
ゥ
ヨ
ー
ク

二

二
〇
〇
粁
)



甜
叫

第 九

北
大
叩
梓
に
於
け
る
舵
紬
.7T路
LJ
就

い
て

ベ

ル

ム
ダ
三

三
〇
〇
粁
)
ア
ゾ
レ
ス
二

八
〇
〇
粁
)

ポ

ル

ト
ガ
ル
線
(六
三
〇
〇
粁
)
に
於
い
三
風
圧
平
均

〇
･五
1

一
粁
"LJ保
ち
平
均
風
速
約

1
二
米
毎
秒
(
衣

1
).時
速

一
五
〇
肝
の
航
容
磯
を
用
以
る
も
の
と
し

レ
ユ
ダ

エ
(L
oew
e
)

の
法
則
よ
旦

二
四

-
三
五
時
間

を
要
す
る
値

を
得
る

｡
此
の
逆

コ
ー
ス

は
五
九
-
六

〇
時
間
所
要
と
す
｡
要
す
る
に
冬
季
の
定
期
航
察
路

の
限
界
は

ニ
ユ
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
-
ア
ゾ

レ
ス
-

ポ

ル
ト
ガ
ル
線
を
北
限
と
考

へ
ら
れ
る
｡

霧
は
他

の
期
が

最
も
少
-

其
水
平
的
範
囲
,9
狭

い
｡
英
園
内
は
於
て
概
し
.tJ
少
さ
も
工
業
地
帯
及
び

ロ
ン
ド
ン
に
起
る
都
市
霧
の
出
現
は
航
容
に
弧
い
障

輝
を
典

へ
る
｡

(9
:S･44
-4
5
)南
米
連
絡
航
路
は
依

然
と
し

てカ
ナ

-
ヤ
ー
ケ
ー
プ
ベ

ル
デ
線
は
天
保
に

恵
ま
れ
る
｡

唯
注
意
す
べ
き
は
砂
塵
霧
で
あ
る
｡
之

は
北
東
貿
易
風
地
域
に
各
よ
-
春
先
は
起
る
現
象
で

あ
る
｡
二
月
は
最
高
に
達
す
O
此
の
出
現
は
機
髄
並

に
親
碁
を
危
険
な
ら
し
め
る
も
の
と
息
は
れ
る
｡
航

塾
は
際
し
て
之
を
避
-
る
を
必
要
と
す
る
｡

二
七

‥ニ
七



第 十 聞

耶
十
八
%
l

餅
二
班

二
六

三
八

三
､
結

語

以
上
は
極
め
て
概
婿
的
で
糖
論
に
達
し
孜

い
.
飛
行

期
間
は
闘
し
て
は
更
は
鵜
新
を
免
れ
ぬ
o
聾
者
の
試
み

た
飛
行
時
間
の
想
定
と

Li
n
d
b
erg
h

の
詑
錐
と
甚
だ

近
似
値
を
児
ね
こ
と
は
偶
姓
の
結
果
か
も
知
れ
な

い
｡

然
し
賓
際
の
飛
行
で
は
棟
件
も
興
る
し
之
に
魔
じ
で
コ

ー
ス
も
典
る
か
も
知
れ
ぬ
｡
兎
角
束
象
的
傾
件
に
鎗
iet

避
恐
れ
ざ
る
此
の
連
絡
が
開
大
陸
の
慮
姉
的
吸
引
力
は

依
っ
て
如
何
に
利
用
せ
ら
る
べ
き
か
｡
之
は
更
に
検
討

す
べ
き
問
題
で
あ
る
.
ス
ピ
ー

ド
時
代
の
尖
端
に
立
つ

航
容
網
の
完
成
と

共
に

此
の
大
群
中
の
孤
島
ア
ゾ
レ

ス
､
ベ
ル

ム
ダ
､
カ
ナ

リ
ヤ
等
の
諸
島
は
軍
事
的
は
勿
論

交
通
上
益
々
重
要
位

置
に
あ
る
｡
間
際
的
に
開
放
r
uれ

む
rJ
と
は
助
の
際
政
も
望
む
べ
き
も
の
で
あ
る
｡

本
文
推
故
に
常
り
純

々
御
指
埠

に
澗
リ
た

る
揃
非
学
士
及
び
資
料
の

焚
輿
に
あ
づ
か
り
し
小
舟
(
仲
)
博
士
に
射
し
潤
-
感
謝
致
し
ま
す
O

(
炎
末
文
珊
御
大
91
地
雌
供
致
賓
に
於
て
)

文

献

1

軸

ヨ

沸

科

斡

措

FC
酔

野

村

か

鮒

詳

o滞
軸

浄
蒋
僧
牌
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